




＜緒言＞ 

 身体活動量を評価する方法はこれまで種々検討されているが、大別すると身体の移動速

度や加速度あるいは歩数のような物理的運動強度と心拍数や酸素摂取量のような生理的運

動強度からの検討が多い。これらの指標はそれぞれ利点と問題点があり、著者らは複数の

指標を用いて身体活動の量的・質的評価をすることが望ましいことを指摘した。そこで本

研究は、動きの強度を加速度で捉えて段階評価した値と、多くの研究で使用されている歩

数を用いて、物理的運動強度を求める方法を幼稚園での活動場面に適用して測定した。そ

して、生理的運動強度の指標である心拍数とあわせて検討することにより、幼児の身体活

動量評価に適した方法を検討することを目的としている。さらに、幼稚園で測定された身

体活動量が幼児の身体に与える影響を筋厚、皮下脂肪厚から明らかにしようとした。 


